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【手続補正書】
【提出日】平成24年2月24日(2012.2.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガソリンの揮発度より低い揮発度を有する液体燃料によって駆動される２ストロークサ
イクルエンジンを潤滑するのに好適な潤滑剤であって、該液体燃料は、ジェット燃料、デ
ィーゼル燃料、灯油、中間留分燃料、家庭用暖房油、石油、バイオディーゼル燃料、また
はフィッシャー－トロプシュ燃料を含み、該潤滑剤は、
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　（ａ）少なくとも５重量％の油性合成エステル；
　（ｂ）１００℃で２ｍｍ２／ｓ未満の動粘性率を有する、少なくとも５重量％の通常は
液体の溶媒；および
　（ｃ）少なくとも２６個の炭素原子のヒドロカルビル基を持ちかつ少なくとも３重量％
の窒素含量を有する、３～３０重量％の窒素含有分散剤；
を含み、該潤滑剤の窒素含量が少なくとも０．２重量％である潤滑剤。
【請求項２】
　前記分散剤が、スクシンイミド分散剤である、請求項１に記載の潤滑剤。
【請求項３】
　潤滑粘度の鉱油をさらに含む、請求項１または２のいずれかに記載の潤滑剤。
【請求項４】
　１．１～１５重量％のマンニッヒ分散剤をさらに含む、請求項１から３のいずれかに記
載の潤滑剤。
【請求項５】
　０．５～８重量％の、ポリアミンと１２～２４個の炭素原子を有する脂肪酸との少なく
とも１種の縮合生成物をさらに含む、請求項１から４のいずれかに記載の潤滑剤。
【請求項６】
　ガソリンの揮発度より低い揮発度の液体燃料によって駆動される２ストロークサイクル
内燃機関エンジンを潤滑する方法であって、該液体燃料は、ジェット燃料、ディーゼル燃
料、灯油、中間留分燃料、家庭用暖房油、石油、バイオディーゼル燃料、またはフィッシ
ャー－トロプシュ燃料を含み、該エンジンに該燃料および潤滑量の請求項１から５のいず
れかに記載の潤滑剤を供給することを含む方法。
【請求項７】
　前記エンジンが、火花点火エンジンである、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記エンジンが、層状給気エンジンである、請求項６または請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記エンジンが、少なくとも１５０ｋＷ（２０１馬力）の出力を有する、請求項６から
８のいずれかに記載の方法。
【請求項１０】
　前記液体燃料が、ジェット燃料である、請求項６から９のいずれかに記載の方法。
【請求項１１】
　前記燃料および潤滑剤が前記エンジンの外部で予め混合される、請求項６から１０のい
ずれかに記載の方法。
【請求項１２】
　前記燃料に混合される前記潤滑剤の量が、１重量％～６重量％である、請求項１１に記
載の方法。
【請求項１３】
　ガソリンの揮発度より低い揮発度の液体燃料であって、該液体燃料は、ジェット燃料、
ディーゼル燃料、灯油、中間留分燃料、家庭用暖房油、石油、バイオディーゼル燃料、ま
たはフィッシャー－トロプシュ燃料を含む、液体燃料、および潤滑量の請求項１から５の
いずれかに記載の潤滑剤を含む燃料組成物。
【請求項１４】
　前記潤滑剤の量が、前記燃料組成物の１重量％～６重量％である、請求項１３に記載の
燃料組成物。
【請求項１５】
　前記液体燃料が、ジェット燃料である、請求項１３または１４のいずれかに記載の燃料
組成物。
 
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明はまた、ガソリンの揮発度より低い揮発度の液体燃料、および潤滑量の上記の潤
滑剤を含む燃料組成物も提供する。
　本発明は、例えば以下の項目を提供する。
（項目１）
　ガソリンの揮発度より低い揮発度を有する液体燃料によって駆動される２ストロークサ
イクルエンジンを潤滑するのに好適な潤滑剤であって：
　（ａ）少なくとも約５重量％の油性合成エステル；
　（ｂ）１００℃で約２ｍｍ２／ｓ未満の動粘性率を有する、少なくとも約５重量％の通
常は液体の溶媒；および
　（ｃ）少なくとも２６個の炭素原子のヒドロカルビル基を持ちかつ少なくとも３重量％
の窒素含量を有する、約３～約３０重量％の窒素含有分散剤；
を含み、該潤滑剤の窒素含量が少なくとも約０．２重量％である潤滑剤。
（項目２）
　前記合成エステルが、ポリオールエステルである、項目１に記載の潤滑剤。
（項目３）
　前記分散剤が、スクシンイミド分散剤である、項目１または２のいずれかに記載の潤滑
剤。
（項目４）
　潤滑粘度の鉱油をさらに含む、項目１から３のいずれかに記載の潤滑剤。
（項目５）
　前記鉱油が、１００℃で少なくとも２ｍｍ２／ｓの動粘性率を有する、項目４に記載の
潤滑組成物。
（項目６）
　約１．１～約１５重量％のマンニッヒ分散剤をさらに含む、項目１から５のいずれかに
記載の潤滑剤。
（項目７）
　約０．５～約８重量％の、ポリアミンと約１２～２４個の炭素原子を有する脂肪酸との
少なくとも１種の縮合生成物をさらに含む、項目１から６のいずれかに記載の潤滑剤。
（項目８）
　摩擦調整剤、酸化防止剤、流動点降下剤、腐食防止剤、またはこれらの混合物をさらに
含む、項目１から７のいずれかに記載の潤滑剤。
（項目９）
　ガソリンの揮発度より低い揮発度の液体燃料によって駆動される２ストロークサイクル
内燃機関エンジンを潤滑する方法であって、該エンジンに該燃料および潤滑量の項目１か
ら８のいずれかに記載の潤滑剤組成物を供給することを含む方法。
（項目１０）
　前記エンジンが、火花点火エンジンである、項目９に記載の方法。
（項目１１）
　前記エンジンが、層状給気エンジンである、項目９または項目１０に記載の方法。
（項目１２）
　前記エンジンが、少なくとも約１５０ｋＷ（２０１馬力）の出力を有する、項目９から
１１のいずれかに記載の方法。
（項目１３）
　前記液体燃料が、中間留分燃料である、項目９から１２のいずれかに記載の方法。
（項目１４）



(4) JP 2011-515538 A5 2013.3.28

　前記燃料および潤滑剤組成物が前記エンジンの外部で予め混合される、項目９から１３
のいずれかに記載の方法。
（項目１５）
　前記燃料に混合される前記潤滑剤の量が、約１重量％～約６重量％である、項目１４に
記載の方法。
（項目１６）
　前記エンジンが、直接噴射式燃料システムを備えている、項目９から１３のいずれかに
記載の方法。
（項目１７）
　前記潤滑剤が前記燃料と前記エンジンの外部で予め混合されない、項目９から１３また
は項目１６のいずれかに記載の方法。
（項目１８）
　ガソリンの揮発度より低い揮発度の液体燃料、および潤滑量の項目１から８のいずれか
に記載の潤滑剤を含む燃料組成物。
（項目１９）
　前記潤滑剤の量が、前記燃料組成物の約１重量％～約６重量％である、項目１８に記載
の燃料組成物。
（項目２０）
　前記液体燃料が、中間留分燃料である、項目１８または項目１９に記載の燃料組成物。
（項目２１）
　前記液体燃料が、ジェット燃料である、項目１８から２０のいずれかに記載の燃料組成
物。
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